様式例 ８－２
[image: image1.bmp]大地震、警戒宣言発令時のときどう行動するのか
高圧ガス事業所（　　　　　　　）


防　災　計　画　表
事　業　所　名　　　　　
取　扱　い　ガ　ス　名
貯　　蔵　　量　　　　kg
総括防災責任者

（緊急連絡先）
地 震 に そ な え て の 事 前 計 画


　　　　　地　震　時　等　の　行　動　計　画　図




　   地震時の活動計画
■　予　防　対　策















■　地　震　時　の　活　動　対　策




■　警　戒　宣　言　発　令　時　の　対　策





消　　防　　署�
1 1 9�
�
警　　察　　署�
1 1 0�
�
環境局・所管課�
�
�
地域防災組織等�
�
�






項　目�
内　　　　容�
責任者�
�
づくり





防災体制


�
○警戒宣言発令時の事前措置と


地震時の措置等を行う。


○各員又は各班の役割分担を決める。�
�
�
防　及


災　び


教　訓


育　練�
○６ヶ月に1回以上、従業員に防災教育をする。


○震災発生を想定した防災訓練を


行う。�
�
�
施箇と


設所安


のの全


危点対


険検策�
○容器置場の安全点検を行う。


○容器の転倒防止対策を強化する。


○置場周辺の危険個所を把握する。�
�
�
出


火


防


止�
○可燃物等を整理する。


○火気器具類の点検、対震自動消火装


置等を点検する。


○火気器具類を安全な場所で使用


する。�
�
�
防　の


災　整


資　備


器　止


材　止�
○消火器・散水設備を点検する。





○防災用具等を整備する。�
�
�




















































































★	記　入　要　領　　	火	火気場所


	裏面の記載例による。　	消	消火器・消火バケツ


	図の中に記入する略号の例　	ｶﾞｽ	高圧ガス施設


		危	石油類施設








項　目�
内　　　　容�
責任者�
�



初


動


措


置�
○客や従業員に対して慌てないよう


指示する。


○建物の中で一時的に身の安全を図る。


○初期消火に努める。�
�
�
等の点検





容器置場�
○置場等の損壊状況を点検する


○容器の転倒と損傷状況を点検する。


○高圧ガス設備、容器のガス漏れの有


無を点検する。�
�
�
応


急


措


置�
○ガスが漏えいした時は、漏えい防止


措置を講ずる。


○漏えいガスに着火した場合は、消火


及び延焼防止に努めると共に、状況に応じて従業員、付近住民等を避難させる。�
�
�
情


報


の


連


絡�
○近辺の被害状況をつかむ。


○客、従業員に正しい情報を連絡する。


○状況に応じて周辺住民、従業員等を


避難させる。�
�
�






項　目�
内　　　　容�
責任者�
�
情　連


報　絡


　の�
○警戒宣言の正しい情報を従業員等に


伝える。�
�
�
事





前





措





置�
○容器の鎖がけ等の転倒・転落防止措


置を行う。


○可燃物を片付ける。


○消火器と防災用具等をすぐ使用


できる状態にする。�
�
�
待


機�
○可燃物を片付ける。


○地震時の初動措置、応急措置に必要


な人員の確保と指示をする。


○事前措置完了後、待機者を事業所の


安全な場所に誘導する。


○安否確認のための連絡手段を確保する、一斉帰宅を抑制する。�
�
�






■ 復旧活動時の災害・火災防止対策








内　　　　容�
責任者�
�
○復旧のための体制作り・事前準備を行う。生活に不可欠なガスを扱う場合、事業継続計画作成に努める。


○倒壊又は被害を受けた構造物・設備等の使用禁


止等の措置をする。


○高圧ガス施設等の使用開始に当たっての安全


点検を行う。


○工事等を行う業者に対する安全指導を行う。�
�
�






■ 避　難　方　法　の　確　認








避　　難　　場　　所�
避　難　場　所


一時集合場所�
�
避　　難　　経　　路�
（ 1 次 ）


（ 2 次 ）�
�
避難誘導の方法�
�
�






・ 東京都震災対策条例10条に基づく消防庁告示（東京都震災対策条例に基づく事業所防災計画に関する告示、平成13年第2号）準拠


・本表は、高圧ガスの貯蔵に係る事業所等に用いるものとする。












































PAGE  
33
- 38-

